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廃棄物処理先進事例調査

令和元年８月23日（金）11：00より本会収集運搬部会の先進事例調査として広島県東広

島市にある新明和工業株式会社特装車事業部広島工場を訪問し、昼食をはさんで約４時間

にわたり、目下（当時）、特許申請中の内容を含む塵芥車の安全性向上システム等につい

て説明を受け、また製造現場や実地運転の模様を見学してきました。

第31回 新明和工業株式会社
特装車事業部 広島工場

■概 要

商 号：新明和工業株式会社

設 立：1949年11月５日

※川西機械製作所 飛行機部（1920年２月設立）が起源

代 表 者：取締役社長 五十川 龍之

本 社：兵庫県宝塚市新明和町１番１号

資 本 金：159億8,196万7,991円（2019年３月末現在）

従 業 員：連結5,083名 単体3,075名（2019年３月末現在）

基本理念：新明和グループは、和の精神と本質を見極める姿勢を大切にし、「応え」「創り」「挑み」

続けることで社会に貢献

事 業：①航空機事業 ②特装車事業 ③流体事業

④産機システム事業 ⑤パーキングシステム事業

その他 真空事業の拡大を目指した粒子ビームの研究開発

産学協同によるロボット開発 ほか
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■広島工場

所 在 地：広島県東広島市八本松西７丁目１番13号

操業開始：1990年８月20日（現在の新工場へ移転）

総 面 積：17万3,324㎡ 敷地７万3,374㎡ 建屋２万3,086㎡

従 業 員：183名（2019年８月１日現在）

備 考：塵芥車をはじめとする環境整備車両の専門工場として稼働

垣中部会長の挨拶 長尾工場長の挨拶

広島工場における塵芥車の製造について

広島工場における塵芥車の製造は、現在の新工場へ移転する以前の1964年から開始しており、以降、柔

軟な発想と高度な技術から生まれる高性能の製品を生産し続けている。2005年には現在の「Ｇ－ＰＸ」に

フルモデルチェンジし、視認性向上アイテムや安全性向上システムの研究開発及び改善強化に取り組み、

実用・製品化してきている。

また、自重計システム、キャブバックボックス、反転装置等、顧客のニーズに合わせた様々なオプショ

ンも用意されている。

１．視認性向上アイテム

労働災害といった事故発生率が高い後方部の視認性を十分に確保するため、2005年のフルモデルチェン

ジ時に視認性が特に下がる夜間時でも車両後方が確認できるバックモニタを標準装備としている。さらに、

作業時に運転席から車両後部の作業者の声が聞き取れるマイク機能も標準装備している。2016年には、各

種ＬＥＤランプの拡充を図り、デザインや取付位置等について考慮され標準装備化が図られている。

検査風景 架装内装見学 実地デモ
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２．安全性向上システム

１）巻き込まれ被害軽減装置「Smarteyemotion」

過去10年間における塵芥車による巻き込まれ死亡事故は19人に及ぶという実情（同社調べ）を踏まえ、

同社が独自に開発したＡＩによる画像認識技術により、バックカメラの画像から収集作業者等が危険エ

リア（積込みプレート警戒区間）に入るとその作動を緊急停止する。

画像認識は、収集作業者等の頭部周辺を検出・追跡するもの（頭部検出）と収集作業者等が手や足に

装着した指定色の検出・追跡するもの（色彩検出）により、人と投入物を識別して行われ、例えば、プ

レス式塵芥車であれば積込みプレートが下降・圧縮工程にある時に、回転式塵芥車であれば積込みプレー

トが押込板戻り、回転板が投入口付近を通過する工程にある時に頭部検出又は色彩検出がなされた場合

において、その作動が自動的にストップする。

なお、画像認識のための記録映像（２日分程度）、検出結果、入出力状況がＳＤカードで保存・回収

されることにより、万一の事故発生時の記録を残すとともに、収集作業者の危険行為を抑制するよう促

している。

バックアイカメラの画像から

検出エリア内の人物の頭部周辺

または指定色を検出・追跡。

検出物が画像上の

危険エリアに進入。

積込プレートの位置が

検出物を巻き込む危険

区間にある。
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２）ボデー安全ストッパー

広島工場で塵芥車とともに製造されているブロワ車でも、架装部分の、機械的なボデー安全ストッパ－

に加えて、センサー検知により電気的にボデーが下がらないように工夫された安全ストッパーが設置さ

れている。

３）火災検知装置

収集時におけるスプレー缶やバッテリー・電池等の混入により塵芥車に火災が発生している場合、ボ

デー内の急激な温度上昇を検知し、ドライバーに警報する。後述の炭酸ガス延焼抑制装置と連動させて

おらず、その予定もないとのことであるが、これは本装置の誤作動があった場合に無用な炭酸ガスが使

用されてしまうことを回避するためである。

４）炭酸ガス延焼抑制装置

前述のとおり塵芥車に火災が発生している場合、10分程度炭酸ガスを連続噴射することによりボデー

内を酸欠状態にする。ただし、その目的は「抑制」であり、鎮火（完全消化）できるわけではなく、消

防隊が到着するまでの間（10分程度を想定）の延焼を防ぐものである。装置重量は40㎏程度ある。

なお、炭酸ガス使用後のボンベは、再充填されたもの（リユース品）と交換ではあるが、ユーザーで

使用していたボンベに充填して返してもらえるわけではないとのことである。

ブロワ車センサー式

説明風景① 説明風景②
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■ま と め

2020年に創業100周年を迎えられる新明和工業株式会社様ですが、1920年に設置された川西機械製作所

飛行機部の時代から培われてきた技術力と信念がその長きにわたり脈々と受け継がれてきている点を、こ

の度の現地でのご説明や見学を通じ感じました。社会インフラを支える様々な製品を国内外に供給され、

高い評価を得られている同社が、既存事業と親和性の高いＡＩやＩｏＴ等の技術を導入・駆使し、新たな

事業領域等を創出していくことは、極めて当然のことと言えます。

一方、本会においても、最近、「社会インフラとしての廃棄物処理・リサイクルのあり方」について、

ＳＤＧｓ等の多様な考えが示され、また他業種に増して事故発生率が高いとされている労働安全衛生の問

題や労働力不足・確保の問題等が深刻化してきている中、こうした次世代技術の積極的な導入・活用によ

る以上の課題解決に向けた議論・検討をする機会が増えてきています。そのような議論・検討を進めてい

く過程で、上記の途上にある新明和工業株式会社様の新たな製品やこれに基づく技術は、これまで以上に

実効性のある回答やそれに繋がる提案をしていただけるものと大きな期待を抱いた次第です。

最後に、訪問にあたり、大変お忙しい中、長時間にわたり誠実にご対応、ご説明くださった執行役員・

広島工場長の長尾様、設計部長・事業推進部担当部長の重本様のほか広島工場のスタッフの皆様、そして

営業本部からお出ましいただいた関西支店長の吉田様に心からお礼申し上げます。

（文責 東 宏司）
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